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はじめに 

　「サクラマス（桜鱒）」は，身が桜色で脂がのっ

ており富山県名産品の「鱒寿司」にも使われるな

ど商品価値も高く，「サケ」とともに北日本の沿岸

漁業にとって重要な魚種である（図１）。本州日本

海側では昭和３０年代初め，マスの沖合流し網漁業

が本格化し，筆者が勤務する日本海区水産研究所

でも春期航海調査では毎年サクラマスに関係した

調査が行われ，日本海の重要魚種として位置づけ

されていた。しかし，近年この資源は減少してお

り，かつては３０隻以上あった流し網漁船は今では

数隻しかなく，当研究所でも航海調査は行われて

いない。なぜサクラマスはいなくなってしまった

のだろうか。

サクラマスの複雑な生活史 

　川で生まれたサクラマスは３年間の短い一生で

海に下るものと河川に残るものに分かれ，その生

活史は複雑である（図２）。稚魚は河川で１年半を

過ごし，この時点で成長が十分でないと体が銀色

の降海型に変化し，よりたくさんの餌を求めて海

へ下る。海洋の豊富な餌を食べて大きく育ち，１年

後の春に母川回帰する。その後，河川内で成熟を

待ちながら半年間を過ごし，秋に産卵すると一生

を終える。一方で，成長がよい稚魚は降海型には

ならず，生涯河川に残り，１～３年で成熟する。

河川に残ったものは「ヤマメ」と呼ばれる。この

ようにサクラマスは一生の３分の２以上を河川で

生活し，また上流の支流において産卵床を形成す

ることから，河川への依存度が高く，ダムや堰堤

などの工作物が無く上流まで遡上できる環境が非

常に大切である。しかし，今の本州日本海側には

工作物の無い好条件な河川はほとんど無く，サク

ラマスは細々と生息している。

我々の生活　VS　サクラマス資源 

　河川工作物建造の背景には，戦後の農業政策と

人口増加が大きく関係している。前者に関しては

米を増産するために多くの「水田」が作られ，そ

して「用水」を送るため河川に取水用の堰堤が建

造された。後者に関しては人口が増加し，電力不

足から発電用のダムが建造された。これが河川の

上流域で産卵するサクラマス親魚の遡上を拒み，

産卵床の減少を発端とするサクラマスの資源減少

を招く結果となった（図３）。いまではサクラマス

を「幻の魚」と呼んでいる地域もあるほどである。 
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図１　サクラマス親魚

上　春に沿岸で漁獲された銀毛個体

下　秋に河川で捕獲された産卵期のブナ毛個体

♂

♀

Title:01-18.ec6 Page:3  Date: 2008/07/23 Wed 18:03:34



増殖事業の現時点での問題点 

　近年，河川遡上期の親魚をターゲットとしたル

アー釣りの人気が定着していることや，生物学的

に希少価値であることを踏まえて，漁業以外から

も資源の復活を望む声が大きい。資源回復には上

流への遡上を妨げない河川環境作りをすることが

最適な手段であるが，我々の生活を犠牲にしてま

で，既存の河川工作物を取り壊す事は難しい。そ

こで各河川ではサクラマスの人工増殖によるふ化

放流を行っているが，いまのところ費用対効果は

低いものとなっている。本来なら降海直前の１歳

半まで池で飼育して放流すれば高い回帰率を期待

できるのだが（真山 １９９２），長期間の飼育には多

くのコストがかかることから，現状ではたいてい

の場合，生まれてから半年程で放流している。ま

た，サクラマスは河川毎に異なる性質を持ってお

り（岡崎 １９８３など），地場産魚と移殖魚の回帰の

比較実験では，地場産魚の方が回帰率が高いこと

が示唆されている（真山ら １９８９）。しかしながら，

現実には各河川ごとに地場産魚の種苗を確保する

ことは，様々な理由から難しく，やむなく河川間

での移殖が行われている。このこともサクラマス

の資源回復につながっていない原因の一つと考え

られる。従って，本州日本海側のサクラマスの資

源回復のためには，できる限り地場産の種苗を降

海直前まで育てて放流することが最善である。
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図２　サクラマスの一般的な

生活史

　卵からふ化した稚魚は河川
で１年半を過ごす。この時点
で成長の良いものはその後も
河川に残り１～３年目で成熟
し，産卵に参加する（ヤマメ，
→線）。成長の悪いものは餌を
求めて海へ下り，１年間を海洋
で暮らし，河川に残ったもの
よりも大型になり，春に母川
回帰する。その後，河川内で
成熟を待ちながら半年間を過
ごし，秋に産卵すると一生を
終える（→線）。

図３　サクラマスが遡上及び産卵するための河川状況

（イメージ）

　数十年前は河川には河川工作物がなく，上流への遡
上が可能であったが，現在は河川工作物のために本来
の産卵域までたどり着けず，堰堤やダムの下で産卵
し，細々と生息している。
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サクラマスの資源回復に向けて 

　日本海区水産研究所では，各県で実施している

講習会や研究所の一般公開において，サクラマス

資源の現状を広く伝えている。また，各河川のさ

けますふ化場に対しては，サケと共にサクラマス

についても健康な種苗を放流できるよう，調査研

究に基づいて構築されたふ化放流技術の普及に努

めている。また，昨年から始まったプロジェクト

研究「本州日本海域サクラマス資源管理技術の開

発」の中で各関係機関と連携し，サクラマスの生

息環境を明らかにするための様々な河川調査を

行っている（図４）。この調査で得られた成果を元

に，河川管理者などに対して，サクラマスの再生

産にとって好適な河川環境作りを呼びかけたい。

そして今後も資源回復につながる調査研究を続

け，サクラマスが本州日本海側の重要魚種として

再注目されることを願う。
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図４　河川での生態調査

　サクラマスの「つき場」の特徴を調べるなど，河川での生息環境

を明らかにするための様々な調査を行っている。
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